
・留萌地区では、漁業者の資源管理の取り組みが進み、マナマコ資源がV字回復。
・本システムを製品化し（取扱：日本事務器 (株) 北海道支社）、他漁業へも普及を推進。

「マナマコ資源管理支援システム」の開発

背 景

成 果

成果の活用状況

・マナマコは2003年ごろから単価が急騰し、乱獲の危機に直面。
・漁業者が主体的、効果的に資源管理を進める技術開発が急務。

１
マナマコ資源管理
支援システム

・漁業者自らが資源
の調査、評価、
管理

・漁期中に資源量が
わかる

・獲りすぎを回避で
きる

・マナマコの生態と資源管理
の進め方を記述

・北海道のマナマコ資源管理
の教科書

・ホーム-ページで公開

２
北海道マナマコ資源
管理ガイドライン

資
源
量
（㌧

）

本システム
本格導入

－中国需要で価格高騰、乱獲の危機－

（クラウドサーバーに集約）

操業情報配信サイト

資源診断票

診断日

～

集計項目 数値 単位

出漁日数 30 日

漁獲量 25.0 トン

放流量 10.0 トン

評価項目 数値

資源水準指数 50

漁獲圧指数 90

乱獲リスク 0

詳細はｗｅｂサイト（http://・・・・・・・・・）の資源診断票をご確認ください。

北海道マナマコ資源管理技術開発共同研究機関

なまこ漁業の状況

資源の利用状況

出荷した数量です。

日誌(iPad)に記録した放流数量です。

評価結果

低

適正

低

意味

資源量の「多い」，「少ない」を評価する
基準です。60未満で低水準，60～140
で中水準，140以上で高水準としていま
す。

資源が増えた量以上に漁獲している
か，いないかを評価する基準です。100
以上で「獲りすぎ」となり，100未満で
「適正」となります。100を超えないよう
に漁獲しましょう。

現状の漁獲量を続けた場合，5年のう
ちに資源が枯渇（０となる）する確率で
す。0で低，1～10で中，10以上で高とな
り，中～高では，いつ乱獲となっても不
思議ではない状況です。

H○○年○○地区マナマコ資源診断票

平成25年8月31日

意味

本年度に出漁した日数です。

H25.6.16 H25.8.31評価年月日

資源評価の計算方法 資源量（面積密度法）

漁期中に
配信！

データはサーバで
管理・計算
資源量も推定

操業情報

ベース
データ

クラウドサーバ

デジタル操業日誌
（iPad）

いつ、
どのくらい
獲ったのか？

なまこ漁船

まだ、獲っても
大丈夫？

どこで、獲れて
るんだべ？

（漁期の切り上げを
漁業者が決定）

（閲覧アプリの開発）

電話：011-747-2804
http://www.hro.or.jp

道総研 水産研究本部




